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理科大は勉強が忙しいイメージが

あると思いますが、

部活との両立も可能です。

より充実した学生生活に

なりますよ！

T U S J o u r n a l

M
ASATAKA TOM

ODA

T H E   M E N ’ S  4 0 0 M  S P R I N T

8割の力で10本ではなく、10割の力で5本走るなど短い時間で効率的に練習を行っている

cmを超える身長に、絞り込ま
れたスマートな体。遠くから

でもひときわ目を引く友田さんは、昨年行
われた日本学生陸上競技対校選手権大会
（インカレ）の男子400mのチャンピオン
だ。小学生の頃に所属していたランニング
クラブをきっかけに、中学で本格的に陸上
を始めたという友田さんは、高校3年生の
秋、新型コロナウイルス感染症の影響で中止
されたインターハイの代替全国大会で優勝。
当然、陸上の名門といわれるさまざまな
大学からの誘いがあったという。だが友田
さんは、その誘いを断り、もともと興味の
あった創薬の勉強をするため東京理科大学
へ進学する道を選んだ。聞けば、高校卒業を
機に陸上もやめようと思っていたという。
とはいえ、リフレッシュになればと、陸上
競技部に入部した。「入学後初の大会では、
当然タイムは振るわなかったです。でも、

もともと大学では楽しく走れたらいいなと
思っていたので、そこまで気落ちすること
もありませんでした。部には、指導者やコーチ
はいないため、部員主体で活動するのです
が、先輩方も優しくて、とても居心地が良い
です」と友田さん。その後、出場した日本
選手権では、日本のトップスプリンターが集う
中、あと少しで決勝という成績を残した。　

この調子ならば3ヵ月後のインカレも狙える
と手応えを感じたという。部の全体練習は
週に2回、それに加えて、個人的に週に2、3回、
1時間半ほどトレーニングを続けたという
が、それでもこの練習量は多いとはいえ
ない。しかし、限られた時間の中で集中
して練習を続けることで、インカレ直前の
大会で、友田さんは、ついに自己ベストを
更新。迎えたインカレ本番でも、さらに自己
ベストを更新して優勝した。「目標は入賞
だったので、うれしいのと同時に驚きました」
と謙虚な友田さん。今後の目標は、日本代表
に選ばれることだという。学業の方でも、
機能形態学に興味があるそうで、これから
もっと幅広く深く学んでいきたいと意欲
的。 「陸上と学業、どちらもベストを尽く
して、両立が可能であるということを体現
していきたい」。 常に謙虚で志の高い友田
さんの活躍に、今後も目が離せない。

チャンスはどこにあるのか

分からないので、

やりたいことに向かって

積極的にチャレンジしてください。
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理工学研究科　応用生物科学専攻 修士2年
外部研究先：東京大学
先端科学技術研究センター 神崎研究室

福井 千海さん

CHIHIRO FUKUI
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薬捜査犬や災害救助犬は、犬の
優れた嗅覚を利用し匂い源を特定

することができる。だが、実際に犬たちが
活躍するには、長期の訓練が必要であり、
費用も時間もかかる。この課題に対し、
ロボットとガスセンサーを用いて、危険物質
やガス漏れの検知を目指す研究が行われて
きたが、既存のガスセンサーでは、匂い源の
探索に十分な性能を持っていない。そんな
問題に、新しい可能性を見出す研究をして
いる学生がいる。理工学研究科の福井さんだ。
繭をつくる昆虫として知られるカイコガの
オスの触角には、メスの性フェロモン（ボン
ビコール）を高感度に検出するという特性
がある。福井さんは、その特性を利用し、生体
と機械のハイブリッド型の匂い源探索ロボット
の開発を行っている。生きているカイコガから
触角だけを切り離し、匂いを捉えた触角が

発する電気信号を利用する匂いセンサーを
作製し、小型のドローンと融合させ、新し
い匂い源探索ロボットを構築した。このロ
ボットは、匂いセンサーからの情報をもとに
匂いの発生源を自律的に探索する。現在、屋内
で2メートル程の探索ができることが分かって
いるという。「今はまだ触角が有害ガス等の
匂いを検知することはできませんが、遺伝子
組み換え等により、特殊な匂いも検知する
ことができるようになれば、応用の幅も広が
るのではないかと期待しています」と福井さん。
この研究は、理科大ではなく、東京大学の
神崎研究室で行われている。福井さんは、
高校生の頃、当時の神崎研究室で行われて
いた昆虫の脳とロボットを融合させた匂い
源探索ロボットの映像を見て衝撃を受けた
という。生体と機械、脳とコンピュータなど、
異種のものが融合することに興味を持った

そうだ。そして理科大3年生の時に転機が訪
れた。理科大が主催していたシンポジウムで、
神崎研究室に所属する方と話す機会があ
り、理科大に所属しながら、交流研究生と
して神崎研究室で研究できることを知ったとい
う。理科大の古市教授、前澤准教授に相談
したところ、快く送り出してくれたそうだ。神
崎研究室には、交流研究生として理科大
の前澤研究室からもう一人参加しているとい
う。大学の垣根を越え挑戦し続ける福井さん
の研究に、今後も注目していきたい。

小型ドローンに搭載したカイコガの触角を確認する福井さん

カイコガの生体から触角を切り取る

匂いを検知し発生源の方へ進むドローン

昆虫の触角を用いた
バイオハイブリッド匂いセンサーと
ドローンで、匂い源を探索する。

薬学部　生命創薬科学科 2年 友田 真隆さん
理科大チームとして4×400mリレーにも出場。一番右が友田さん

自己ベストの記録で優勝したインカレの賞状とメダル

一度は、やめようと考えていた

競技陸上に再挑戦。限られた時間の中、

密度の濃い練習で、インカレ王者に。

実験の様子は
こちらからも
ご覧いただけます。










